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視
察
目
的
と
概
要

【
視
察
目
的
】

【
視
察
日
程
】

【
視
察
議
員
】

札
幌

市
の

産
婦

人
科

救
急

に
お

け
る

先
進

的
な

組
織

体
制

お
よ

び
自

閉
症

者
自

立
支

援
セ

ン
タ

ー
の

運
営

状
況

の
取

り
組

み
を

視
察

す
る

こ
と

に
よ

っ
て

、
板

橋
区

で
の

救
急

医
療

体
制

、
自

閉
症

者
へ

の
福

祉
施

策
の

課
題

や
改

善
点

を
抽

出
し

、

さ
ら

な
る

施
策

充
実

に
向

け
て

の
方

策
を

考
察

す
る

。

い
わ

い
桐

子
（
共

産
党

）

元
山

芳
行

（
自

民
党

）

田
中

い
さ

お
（
公

明
党

）

茂
野

善
之

（
自

民
党

）

か
な

ざ
き

文
子

（
共

産
党

）

中
野

く
に

ひ
こ

（
公

明
党

）

田
中

や
す

の
り

（
民

主
・
市

民
）

桜
井

き
よ

の
り

（
自

民
党

）

松
村

け
い

子
（
民

主
・
市

民
）

計
9
名

月
日

時
刻

行
程

9
:3

0
東

京
国

際
空

港
（
羽

田
）
発

1
1
:0

5
新

千
歳

空
港

着

1
2
:1

0
札

幌
駅

着

[昼
食

]→
昼

食
後

、
札

幌
市

保
健

所
へ

1
4
:0

0
視

察
開

始
 ～

産
婦

人
科

救
急

に
お

け
る

先
進

的
な

相
談

体
制

に
つ

い
て

1
6
:0

0
視

察
終

了

宿
泊

：
チ

サ
ン

ホ
テ

ル
札

幌

9
:0

0
ホ

テ
ル

発
→

自
閉

症
自

立
支

援
セ

ン
タ

ー
「
ゆ

い
」
へ

9
:3

0
視

察
開

始
 ～

自
閉

症
者

自
立

支
援

セ
ン

タ
ー

の
運

営
状

況
に

つ
い

て

1
1
:3

0
視

察
終

了

[昼
食

]

1
5
:0

0
新

千
歳

空
港

発

1
6
:4

0
東

京
国

際
空

港
（
羽

田
）
着

。
そ

の
後

解
散

2
0
0
9
/
7
/
1
6
（
木

）

2
0
0
9
/
7
/
1
5
（
水

）
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2

視
察
内
容
と
見
解
（
札
幌
市
産
婦
人
科
救
急
体
制
）

・
札
幌
市
産
婦
人
科
医

会
か
ら

夜
間

の
負
担

増
を

理
由

に
重

症
救

急
の

撤
退

を
勧

告
（
2
0
0
8
年

2
月

）

・
産
婦
人
科
医
会
の
要

望
。
①

三
次

病
院
の

確
保

、
②

不
払

い
へ

の
補

填
、

③
当

番
報

酬
の

増
額

、
④

一
次
体

制
の

整
備

。

こ
の
要
望
が
実
現
し
な

け
れ
ば

、
二

次
当
番

体
制

の
斡

旋
を

停
止

す
る

と
申

し
入

れ
が

あ
っ

た
（

事
実

上
の
二

次
救

急
体

制

の
廃
止
）

・
こ
う
し
た
中
、
医
療

体
制
が

最
も

充
実
し

て
い

る
は

ず
の

札
幌

市
で

早
産

男
児

を
7
病

院
が

受
け

入
れ

を
拒
否

し
て

、
1
0

日
後
に
死
亡
し
た
。

・
札
幌
市
産
婦
人
科
救

急
医
療

対
策

協
議
会

が
設

置
さ

れ
た

。
こ

の
協

議
会

の
協

議
内

容
は

報
道

機
関

へ
も
す

べ
て

公
開

の

中
で
進
め
ら
れ
た
。

救
急
体
制
再
構
築
の
経
緯

①
電
話
相
談
窓
口
の
開

設
に
よ

り
不

要
不
急

の
受

診
を

抑
制
→

二
次

救
急

病
院
勤

務
医

師
の

負
担

軽
減

を
図
る

②
N
I
C
U
を
有
す
る
市
内

6
病
院

を
す

べ
て

三
次

病
院

に
再
編

③
N
I
C
U
及
び
産
科
ベ
ッ

ド
の
空

き
状

況
の
事

前
把

握
に

よ
り

患
者

受
け

入
れ

行
員

確
定

ま
で

の
時

間
を

短
縮

→
い
わ
ゆ
る
「
た
ら

い
回
し

」
事

例
の
発

生
を

回
避

※
対
応
す
る
医
師
に

と
っ
て

精
神

的
負
担

の
大

き
い

、
未

受
診

妊
婦

へ
の

対
応

に
つ

い
て

も
、

負
担
分
散
を
図
る

観
点
か

ら
受

け
入
れ

ル
ー

ル
を

設
定

産
婦
人
科
救
急
医
療
体
制
再
構
築
の
ポ
イ
ン
ト
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視
察
内
容
と
見
解
（
札
幌
市
産
婦
人
科
救
急
体
制
）

・
札
幌
市
夜
間
救
急
セ

ン
タ
ー

内
に

情
報
オ

ペ
レ

ー
タ

ー
機

能
と

電
話

相
談

窓
口

機
能

を
設

置
す

る
「

コ
ー
デ

ィ
ネ

ー
タ

ー

制
度
」
を
採
用
し
た
。

行
政
が

リ
ー

ダ
ー
的

役
割

を
担

う
必

要
が

あ
る

。
東

京
な

ど
の

大
都

市
で

あ
る

と
病
院

が
多

い
た

め
、

行
政
が
な
か
な
か
リ
ー

ダ
ー
的

な
役

割
を
担

っ
て

こ
な

か
っ

た
。

・
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
は
三

次
救
急

病
院

の
患
者

受
け

入
れ

先
の

選
定

ル
ー

ル
を

明
確

に
し

、
「

○
△
×

」
で

の
分

か
り

や
す

く

簡
略
化
し
た
受
け
入
れ

状
態
の

把
握

方
式
を

採
用

し
た

。

・
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
事
業

は
延
べ

1
9
名

（
助
産

師
1
8
名

・
看
護

師
1
名

）
で
ロ

ー
テ
ー

シ
ョ

ン
を

行
っ

て
い

る
。
多

い
人

は
月

5
-
6
回
業
務
に
当
た
っ

て
い
る

。
オ

ペ
レ

ー
タ

ー
事

業
は
年

間
約
3
,
0
0
0
万

円
く
ら

い
の

予
算

で
、

道
か

ら
の
予

算
が

付
い

た
。

一
人
一
晩
で

3
5
,
0
0
0
円

の
報
酬

費
。

※
総
事
業
費
は
約
1
億
2
,
0
0
0
万

円
（

道
に
よ

る
オ

ペ
レ

ー
タ

ー
事

業
費

3
,
0
0
0
万
円

、
受

け
入

れ
病

院
へ

の
報
酬

費
な

ど
の

事
業
費

9
,
0
0
0
万
円
）

・
実
績
：
導
入
前
は
約

5
8
％
の

受
け

入
れ
、

導
入

後
は

約
9
1
％

の
受

け
入

れ
に
向

上
し

た
。

再
構
築
し
た
救
急
体
制
の
概
要

・
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
時

間
の
延

長
（

1
9
時
～

翌
日
7
時

→
1
4
時

～
翌

日
7
時

）

・
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
範

囲
の
拡

大

空
床
状
況
の
確
認
（

市
内

8
病

院
→

道
内
3
5
病

院
）

、
相

談
体

制
（

主
に

札
幌
市

民
→

北
海

道
民

全
体

を
対
象

）

受
け
入
れ
病
院
の
手

配
（
札

幌
市

内
の
事

案
→

札
幌

市
近

郊
（

道
央

圏
）

の
事

案
）

・
未
受
診
妊
婦
対
策
：

元
気
な

赤
ち

ゃ
ん
を

産
む

た
め

の
「

新
市

民
啓

発
1
0
か
条

」
を

定
め

、
普

及
啓

発
に
努

め
る

。

産
婦
人
科
救
急
医
療
体
制
の
拡
充
（
平
成
2
1
年
４
月
か
ら
）
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4

視
察
内
容
と
見
解
（
札
幌
市
産
婦
人
科
救
急
体
制
）

札
幌
市
と
東
京
都
の
人

口
規

模
や

病
院
数

は
違

う
が

、
産

婦
人

科
の

救
急

医
療

の
一

次
体

制
の

確
立

を
し
た

事
例

と
し

て
は
大
い
に
参
考
に
な

る
。

東
京

都
内
に

お
い

て
も

墨
東

病
院

で
の

事
件

を
受

け
て

、
東

京
都

も
こ

の
札
幌

の
取

り
組

み
を
視
察
に
訪
れ
、
札

幌
方

式
の

運
営
方

法
の

特
徴

を
踏

ま
え

、
今

後
の

施
策

展
開

に
活

か
し

て
い

く
と
の

こ
と

で
あ

る
。
今
後
は
板
橋
区
も

東
京

都
と

の
連
携

の
中

で
産

婦
人

科
の

救
急

医
療

体
制

の
早

期
の

構
築

が
求

め
ら
れ

て
お

り
、

東
京
都
へ
も
働
き
か
け

を
行

っ
て

い
き
た

い
。

板
橋

区
内

に
お

い
て

も
総

合
周

産
期

母
子

医
療

セ
ン

タ
ー
を

抱
え

て
お

り
、
区
が
リ
ー
ダ
ー
シ

ッ
プ

を
発

揮
し
て

近
隣

自
治

体
と

中
域

で
の

連
携

を
図

る
こ

と
も

必
要

と
考

え
る
。

ま
た
、
担
当
者
の
熱
意

は
並

々
な

ら
ぬ
強

い
も

の
が

あ
っ

た
。

こ
う

し
た

熱
意

の
あ

る
職

員
を

板
橋

に
お
い

て
も

増
え

て
い
く
こ
と
を
切
望
す

る
。

視
察
を
終
え
て
の
所
感
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視
察
内
容
と
見
解
（
札
幌
市
自
閉
症
自
立
支
援
セ
ン
タ
ー
「
ゆ
い
」
）

・
1
8
歳
を
超
え
た
自
閉

症
の
方

の
地

域
で
の

自
立

を
サ

ポ
ー

ト
す

る
生

活
ト

レ
ー

ニ
ン

グ
施

設
と

し
て

の
位
置

づ
け

で
あ

る
。

自
閉
症
や
周
辺
の
発
達

障
が
い

を
も

ち
、
二

次
的

に
行

動
上

の
問

題
を

抱
え

る
方

の
様

々
な

生
き

に
く

さ
と
な

る
バ

リ
ア

ー

を
さ
げ
、
地
域
で
そ
の

人
ら
し

い
自

立
し
た

生
活

を
送

れ
る

よ
う

に
家

族
と

多
く

の
関

係
機

関
と

協
同

で
支
援

を
進

め
ま

す
。

二
次
障
害
を
起
こ
さ
せ

な
い
た

め
の

支
援
や

環
境

調
整

に
力

を
入

れ
て

い
る

。

・
開
設
は
平
成

1
7
年
1
1
月
。
札

幌
市

か
ら
の

委
託

を
受

け
た

指
定

管
理

者
社

会
福

祉
法

人
は

る
に

れ
の

里
が
運

営
。

・
現
在
は
2
0
0
名
程
度

の
方
の

支
援

を
し

て
き

た
が

、
過
半

数
の

方
が

地
域

の
中
で

自
立

し
て

い
る

。

・
個
別
支
援
計
画
、
地

域
移
行

計
画

に
基
づ

い
て

、
地

域
へ

戻
る

こ
と

を
計

画
し

実
行

し
て

い
る

。

・
第
一
種
自
閉
症
児
施

設
か
ら

生
活

タ
イ
プ

の
施

設
へ

、
ひ

と
つ

の
ル

ー
ト

。
第

一
種

自
閉

症
児

施
設

か
ら
の

受
け

皿
。

自
閉
症
自
立
支
援
セ
ン
タ
ー
の
役
割
と
概
要

・
右
記
の
5
つ
の
機
能

を
統
合

し
て

支
援

を
促

進
し

て
い
る

。
①

ト
レ

ー
ニ

ン
グ
セ

ン
タ

ー
（

知
的

障
が

い
者
更

生
施

設
）

、

②
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
セ

ン
タ
ー

（
短

期
入
所

事
業

・
日

中
一

次
支

援
事

業
）

、
③

生
活

介
護

セ
ン

タ
ー

（
生
活

介
護

事
業

）
、

④
生
活
訓
練
セ
ン
タ
ー

（
自
立

訓
練

事
業
）

、
⑤

札
幌

市
自

閉
症

・
発

達
障

が
い

支
援

セ
ン

タ
ー

（
発

達
障
が

い
者

支
援

セ

ン
タ
ー
事
業
）

・
施
設
入
所
支
援
で
あ

る
ト
レ

ー
ニ

ン
グ
セ

ン
タ

ー
は

定
員
3
0
名

。
概

ね
3
年

の
利

用
期

間
。

現
在

入
所

し
て
い

る
人

の
平

均
年
齢
は
2
7
歳
。

ユ
ニ
ッ
ト

に
よ

る
少

人
数

（
6
人

・
全
室

個
室

）
の
生

活
ス
タ

イ
ル

が
特

徴
。

一
軒

家
を
ケ

ア
ホ

ー
ム

に

見
た
て
て
、
実
際
に

1
年
く
ら

い
生

活
し

て
も

ら
う

啓
発
モ

デ
ル

事
業

も
実

施
し
て

い
る

。
保

護
者

向
け

の
勉
強

会
や

ケ
ア

ホ
ー
ム
の
見
学
会
も
毎

月
行
い

、
わ

が
子
を

地
域

で
生

活
で

き
る

た
め

に
サ

ポ
ー

ト
す

る
事

業
も

実
施

。

・
行
動
障
が
い
を
1
0
0
％
無
く

す
こ

と
は

不
可

能
で

あ
る
が

、
低

減
を

図
る

こ
と
は

で
き

る
。

4
0
、

6
0
％

低
減
し

た
ら

、
残

り
は
地
域
で
、
そ
の
人

の
長
い

人
生

の
中
で

低
減

し
て

い
け

ば
よ

い
。

・
札
幌
市
か
ら
の
単
独

補
助

6
,
0
0
0
万

円
。
6
名

で
の

ユ
ニ
ッ

ト
施

設
は

国
か

ら
の

サ
ポ

ー
ト

は
受

け
る

こ
と
が

で
き

な
い

。

サ
ポ
ー
ト
支
援
の
概
要
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視
察
内
容
と
見
解
（
札
幌
市
自
閉
症
自
立
支
援
セ
ン
タ
ー
「
ゆ
い
」
）

自
閉
症
者
、
発
達
障
が

い
者

を
第

一
種
自

閉
症

児
施

設
か

ら
生

活
タ

イ
プ

の
施

設
で

あ
る

ケ
ア

ホ
ー

ム
や
グ

ル
ー

プ

ホ
ー
ム
へ
と
繋
ぐ
支
援

施
設

と
し

て
の
位

置
づ

け
で

あ
り

、
施

設
の

存
在

意
義

を
強

く
感

じ
た

。
こ

の
「
ゆ

い
」

を
出

た
人
は
家
庭
や
親
元
に

戻
す

の
で

は
な
く

、
あ

く
ま

で
も

家
族

か
ら

の
自

立
・

地
域

で
自

立
す

る
こ

と
を
目

的
に

し
て

お
り
、
職
員
の
高
い
理

念
と

目
的

意
識
を

感
じ

た
。

板
橋
区
に
お
い
て
は
自

閉
症

者
や

発
達
障

が
い

者
へ

の
支

援
は

あ
ま

り
進

ん
で

き
て

い
な

い
現

状
が

あ
り
、

医
療

機
関

と
連
携
し
た
行
政
の
支

援
策

を
練

り
上
げ

る
タ

イ
ミ

ン
グ

に
来

て
い

る
と

考
え

る
。

ま
た

教
育

支
援

セ
ン
タ

ー
も

開
設

さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
教

育
支

援
セ

ン
タ
ー

と
の

横
断

的
な

サ
ポ

ー
ト

体
制

も
求

め
て

い
き

た
い

。

視
察
を
終
え
て
の
所
感


